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看護専門学校　地域枠願書受付開始

令和２年４月入学学生を募集！

■願書受付
●地域枠：10 月７日（月）～ 16 日（水）
●一般：12 月２日（月）～ 11 日（水）
■出願書類
①入学願書・受験票・志望の動機②写真２枚③
受験票返信用封筒④受験資格、同一人物である
ことを証明する書類⑤ 20,000 円の定額小為替
の入学考査料⑥入学金の市内在住要件を判定す
る書類※該当者のみ
詳細は「丹波市立看護専門学校学生募集要項」
で確認してください。要項および入学願書は、
市役所各支所、看護専門学校、市内高等学校に
あります。また、市のホームページからもダウ
ンロードできます。
■出願方法
①持参：平日午前９時から午後４時までに看護
専門学校に持参　※土・日・祝日を除く。
②郵送：簡易書留で看護専門学校宛に郵送　
※締切日の消印有効。

■受験資格
●一般：①～③のいずれかに該当、または令和２
年３月時点で該当見込みの人
①高等学校または中等教育学校を卒業した人
②通常の課程による 12 年の課程を修了した人
③文部科学大臣の定めるところにより、高等学校
卒業と同等以上の学力があると認められた人
●地域枠：④⑤⑥すべての要件を満たす人
④上記①～③の該当者で、令和２年３月に高等学
校または中等教育学校を卒業見込みの人
⑤平成 31 年４月 1 日現在、市内に住所を有し、
引き続き居住する人
⑥合格した場合、必ず本校に入学する人
■試験日時
●地域枠：11 月９日（土）午前９時～午後５時 
●一般
１日目：令和２年１月 23 日（木）
２日目：令和２年１月 24 日（金）
時間はいずれも午前９時～午後５時
■試験会場 / 丹波市立看護専門学校

■住所 / 〒 669‐3464 丹波市氷上町石生 2069‐2
■設置学科 / 専門課程看護学科（３年課程、全日制）
■定員 / 総定員 120 人（１学年 40 人）

左：病院と同じベッ
ドで実習ができる実
習室　

　県立丹波医療センターの開院にあわせて、丹波
市立看護専門学校の校舎が柏原病院横から健康セ
ンターミルネ横に移転しました。新校舎には、実
際の病室を模した領域別実習室や自己学習スペー
スなど、より良い学習のための環境が整備されま
した。９月１日からは、新しい校舎で地域に貢献
できる看護師の育成を目指します。

問　 　看護専門学校（健康センターミルネ横）☎ 86‐7817申

９月１日に

看護専門学校の新校舎がオープン！
H P

右：自己学習もでき
る広々とした図書室
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　 教育総務課（山南庁舎内）☎ 70‐0810　

鉄道利用促進イベント

ミニ新幹線に乗ろう！
H P

 問 都市創造課 ( 氷上庁舎内 ) ☎ 88‐5360

　ＪＲ柏原駅周辺にミニ新幹線がやってきます！
ＪＲのこども制服の着用、記念撮影もできます。

■とき / 10 月 14 日（月・祝）午前 10 時～午後
３時　※雨天中止
■ところ / ＪＲ福知山線柏原駅下車すぐ、ＪＡ丹
波ひかみ柏原支店駐車場
■そのほか / 当日公共交通機関を使って来場され
た人には記念品をプレゼント！

ひとりで悩んでいませんか

相談窓口を開設しています
H P

 問 社会福祉課 ( 春日庁舎内 ) ☎ 74‐1130

　丹波市生活自立相談窓口「めばえ」では、自
宅に引きこもっている、仕事がみつからない、
将来が不安…など、生活の困りごとについての
相談を受け付けています。ひとりで悩まないで、
まずはお電話ください。相談員と一緒に困りご
とや不安を解決する方法を考えてみませんか。

■相談時間 / 午前８時 30 分～午後５時 15 分　
※月曜～金曜のみ。祝日・年末年始は除く。
■ 相 談 専 用 フ リ ー ダ イ ヤ ル / ☎ 0800‐200‐
3393

　10 月は丹波市の「廃棄物減量月間」です。余
分なものを買わない、修理できるものは修理して
長く使う、本や衣類など、自分には不要でもまだ
使えるものは人に譲ったり、リユースショップを利
用するなど、ごみを減らすことを心がけましょう。

エコ・コラム

10 月は廃棄物減量月間です
問 環境課（丹波市クリーンセンター内）
☎ 78‐9999

H P
　生ごみを減らすには、食材の使い切り、料理の
食べ切り、生ごみの水切りの「３きり」が効果的で
す。ほかにも、買い物にマイバッグを持参し不要な
レジ袋を断るなど、なるべくごみとして捨てる量を
減らすことが廃棄物の減量につながります。

　できることから取り
組み、よりいっそうご
みの減量を目指しまし
ょう！

山南地域の統合中学校

中学校名を募集！

　山南中学校と和田中学校の統合に伴い、令和５
年４月に開校する山南地域の統合中学校の校名
を募集します。

■募集期間 /10 月１日（火）～ 11 月 29 日（金）
■応募対象者 / 市内在住者または市内の小中学校
を卒業した人
■応募条件 / 校名には漢字・ひらがな・カタカナ
のいずれかを使用すること（組み合わせも可）
■応募方法
市役所各支所・教育委員会・山南地域各小中学校
に備え付け、または市ホームページからダウンロ
ードした応募用紙に校名、校名に込めた想いや意
味・応募者氏名を記入のうえ、下記①～④のいず
れかの方法で提出してください。
①郵送 : 教育委員会　教育総務課あて
② FAX：Ｆ 70‐0814
③電子メール：      kyouiku-soumu@city.tamba.lg.jp
④応募用紙配布場所への直接持参
※ 10 月１日からは、インターネットの応募専用
ページからも応募できます。

※応募は１人につき１点に限ります。　
■そのほか / 必ずしも応募数の多い校名を、校名
案として決定するものではありません。

H P

問

応募専用ページは
こちらから→

写真はミニ SL です
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　 　文化・スポーツ課（春日文化ホール内）
☎ 88‐5057　

特殊詐欺等の犯罪被害防止に関する

連携協定を締結しました

　丹波市民生委員児童委員連合会と丹波警察署
は、高齢者の振り込め詐欺などの被害防止のため
に、協定を締結しました。民生委員・児童委員は、
特殊詐欺などの発生に関する情報を得たときに
は警察に通報し、警察署からは研修会の講師とし
て署員を派遣するなど、必要な支援を行います。
　今後も連携を強化し、地域の安全を守る取り組
みが進められます。

問 社会福祉課（春日庁舎内）☎ 88‐5027　　

認定こども園などの

入園申込受付を開始

　

令
和
２
年
4
月
か
ら
、
も
し
く
は
年
度

途
中
に
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に
入
園
を
希

望
さ
れ
る
乳
幼
児
の
申
込
受
付
を
開
始
し

ま
す
。
詳
細
は
、
各
園
・
各
支
所
窓
口
で

10
月
上
旬
に
配
布
予
定
の
入
園
案
内
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

①
１
号
認
定
：
10
月
９
日（
水
）～
18
日（
金
）

②
２
・
３
号
認
定
：
11
月
１
日
（
金
）
～

29
日
（
金
）

■
対
象
／
お
お
む
ね
生
後
６
カ
月
の
乳
児

か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も

■
認
定
区
分
／
年
齢
や
保
育
の
必
要
性
に

応
じ
て
、
３
つ
の
区
分
に
認
定
し
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
区
分
で
利
用
可
能
施
設
が
決

ま
り
ま
す
。

１
号
認
定
／
満
３
歳
以
上
で
標
準
時
間
の

教
育
を
希
望
す
る
場
合
：
認
定
こ
ど
も
園

２
号
認
定
／
満
３
歳
以
上
で
保
育
を
必
要

と
す
る
場
合
：
認
定
こ
ど
も
園

３
号
認
定
／
満
３
歳
未
満
で
保
育
を
必
要

と
す
る
場
合
：
認
定
こ
ど
も
園
、
小
規
模

保
育
施
設

■
提
出
書
類
／
「
支
給
認
定
申
請
書
（
現

況
届
）
兼
利
用
申
込
書
」
と
「
就
労
証
明

書
」
な
ど
。
必
要
書
類
は
子
育
て
支
援
課
・

各
支
所
・
各
園
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
受
付
場
所

○
1
号
認
定
／
各
園

○
２
号
・
３
号
認
定
／
第
1
希
望
の
各
園

※
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
各
支
所
で
受

付
可
能
。

■
保
育
料
／
入
所
決
定
後
に
保
護
者
へ
個

別
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
令
和
元
年
10

月
１
日
よ
り
、
３
歳
児
以
上
と
０
～
２
歳

児
の
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
、
保
育
料

が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

■
そ
の
ほ
か
／
施
設
の
定
員
や
保
育
士
の

配
置
な
ど
に
よ
り
、
希
望
施
設
へ
の
入
園

が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
申
込
に
つ
い
て

は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

H P

問　 子育て支援課（山南庁舎内）☎ 77‐0201

「丹波市スポーツの日」

早朝トレッキングを実施！
問

H P

　毎年 10 月の最終日曜日を「丹波市スポーツ
の日」と定め、スポーツ実施率向上に向けて活
動しています。昨年に引き続き、国指定史跡・
黒井城跡で早朝トレッキングを実施します。

■とき /10 月 27 日（日）午前４時 30 分～※
雨天中止
■ところ / 国指定史跡・黒井城跡
■集合場所 / 春日文化ホール
■対象 / 市内在住・在勤・在学の人
■定員 /80 人※先着順
■申込方法 / 申込用紙に記入のうえ、文化・ス
ポーツ課、各支所に提出ください。
■申込期限 /10 月 11 日（金）

協定式に出席した丹波警察署長と、民生委員児童委員連合
会会長および役員

申
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　 地 域 課 題 の 解 決 を 目 的 と し た 人 材 育 成 講 座
「TAMBA 地域づくり大学」の開校式を実施します。
「誰もが参加でき、楽しめる地域づくりの姿」をテ

ーマに基調講演を行いますので、どなたでも参加く
ださい。開校式後でも講座の受講申込ができます。

■とき /10 月 13 日（日）午後１時 30 分～
■ところ / 柏原住民センター
■申込方法 / 市民活動課へ電話・メール・FAX で
申し込んでください。　　82‐4370
■開校式講師 / コミュニティワーカー・NPO 法
人ハンズオン埼玉常務理事　西川　正さん

TAMBA 地域づくり大学

開校式を実施します
H P

市民プラザオープニングイベント

「ようこそ市民プラザへ！」開催
H P

　「丹波市市民プラザ」の開設を記念し、楽しい
イベントを開催します。お気軽に参加ください。

■とき /10 月 20 日（日）午前 10 時～
■ところ / 丹波市市民プラザ（ゆめタウン２階）
○市民活動支援センター開設イベント
発想力向上ゲーム、活動団体紹介コーナー、ミニ
コンサートなど
○男女共同参画センター開設記念講演会
とき：午後２時～　ところ：ポップアップホール
演題：「居場所」のない男、「時間」がない女
講師：國學院大學経済学部教授　水

み な し た

無田気
き り う

流さん

問市民活動課（氷上住民センター内）☎ 82‐0409
人権啓発センター（同上）☎ 82‐0242

　10 月１日から令和２年３月 31 日まで使用で
きるプレミアム付商品券を販売します。購入対
象者には「プレミアム付商品券購入引換券」を
９月中旬以降に順次郵送しています。使用可能
期間内に使用ください。

■購入対象者
①平成 31 年度住民税非課税者※住民税課税者
と生計同一の配偶者・被扶養親族、生活保護被
保護者等を除く
②平成 28 年４月２日～令和元年９月 30 日まで
の間に生まれた子が属する世帯の世帯主
■商品券購入期間 /10 月１日～令和２年３月
31 日
■商品券購入方法
商品券の購入には、購入引換券が必要です。９
月中旬以降、購入対象者①②の人に、購入引換
券を順次郵送しています。商品券販売場所・商
品券使用可能店舗については、引換券発送時に
お知らせします。
■そのほか
購入対象者①に該当する人で、８月に市から申
請書が届いていない場合は、新産業創造課まで
ご連絡ください。
購入対象者②のうち令和元年８月１日～９月
30 日の間に生まれた子が属する世帯の世帯主
については、10 月下旬以降に購入引換券を郵
送予定です。
■商品券の購入・使用可能店舗に関する問い合
わせ / たんば商業協同組合 （コモーレ丹波の森
内）☎ 72‐0112　

問　　新産業創造課（春日庁舎内）☎ 74‐1464　申

対象者限定で

プレミアム付商品券を販売
H P

問市民活動課（氷上住民センター内）☎ 82‐0409

　衆議院議員の全員を選ぶために行われる選挙
を総選挙といい、小選挙区選挙と比例代表選挙
が同じ投票日に行われます。総選挙は議員の任
期満了（４年）によるものと、衆議院の解散に
よって行われるものの２つに分けられ、前回は

平成 29 年９月 28 日に解散し、
同年 10 月 22 日に総選挙が執
行されました。
　現在の議員の任期は、令和
３年 10 月 21 日です。私たち
の将来に関心をもち、選挙が
行われる時は投票へ行きまし
ょう。

選挙コラム

衆議院議員総選挙とは
　市選挙管理委員会（氷上庁舎総務課内）
☎ 82‐1002
問

H P

平成 30 年度明るい選挙啓発ポスター　応募作品
臼井佳織さん（氷上西高校３年生）※応募時

Ｆ
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　丹波三宝（丹波栗・丹波黒大豆・丹波大納言
小豆）を生かしたスイーツが勢ぞろいします。
会場内にはカフェスペースも併設され、丹波栗
入りようかんの手作り体験もできます。

■とき /10 月 27 日 ( 日 )　午前 10 時～午後３時
■ところ / 柏原住民センターアリーナ特設会場
■体験内容 / 丹波栗ようかん手作り体験は、全
４回実施で、各回 先着 24 人まで。参加費は
900 円です。

　 丹波市観光協会　☎ 72‐2340

ごみの減量がテーマ

たんばエコフェスタ

　10 月は廃棄物減量月間です。廃棄物減量月
間の取り組みとして、ごみの減量化・再資源化
をテーマにしたイベントを開催します。リサイ
クルなどの少しの心掛けが大きな減量につなが
ります。ごみの減量方法を学びましょう。
　　　　　　　　　　
■とき / 10 月 20 日（日）午前 10 時～午後２時
■ところ / 市クリーンセンター
■内容 / フリーマーケット、飲食ブース、リサ
イクル体験、施設見学、再生品抽選会など
同時に「リサイクルをテーマにした工作コンク
ール」の表彰式も行います。
※エコフェスタの開催に伴
い、10 月 15 日（ 火 ） ～ 25
日（金）の間、通常の再生品
展示・譲渡を中止します。

H P

問　環境課（丹波市クリーンセンター内）
☎ 78‐9999

　 丹波ＧＯＧＯフェスタ実行委員会　☎ 82‐3476問
問

　市内企業など 40 団体が大集合し、自社製品や
技術力などの魅力を紹介します。ステージでは、
参加企業による自社紹介も行います。

■とき /10 月 27 日（日）午前 10 時～午後３時
■ところ / 丹波の森公苑

◇同時開催　丹波ＧＯ！ＧＯ！フェスタ 2019

　ステージイベントやフリーマーケット、丹波の
グルメ販売などを行います。

地元企業の魅力を紹介

丹波市 産業交流市
問　 新産業創造課（春日庁舎内）☎ 74‐1464　

　黒井城跡が続日本 100 名城に選定されたこと
や、明智光秀を主人公とした NHK 大河ドラマ「麒
麟がくる」の放送が決定したことから関心が高
まっている黒井城跡の遺構・城下・歴史について、
最新の研究結果をふまえ再評価を行います。参
加申込は不要です。ぜひお越しください。

■とき / ９月 28 日（土）午後１時～４時 30 分
■ところ / 春日文化ホール
■定員 / 先着 400 人
■内容
第１部　講演「黒井城‐遺構・城下・歴史につ
いて‐」

「黒井城・石垣の特徴について」北垣聰一郎さん
「黒井城・縄張りの特性について」山上雅弘さん
「黒井城・城下町プランについて」福島克彦さん
「明智光秀の丹波攻略戦について」芦田岩男さん
「明智光秀の丹波経営について」山本浩樹さん

第２部　パネルディスカッション

明智光秀の丹波攻め

黒井城を語るフォーラム
問　 文化財課（山南庁舎内）☎ 70‐0819　

丹波三宝

スイーツフェスティバル
H P

問　観光課（山南庁舎内）☎ 78‐9400

H P

H P



表示のものは、市ホームページ（http://www.city.tamba.lg.jp/）にも情報を掲載しています。H P
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　シニアエイジ向けの就職支援セミナーと面
接・相談会を開催します。お気軽にご参加くだ
さい。

■とき /10 月 16 日（水）午後１時～４時 30 分
■ところ / 氷上住民センター　大会議室ほか
■対象者 / おおむね 55 歳以上の求職者
■内容
午後１時～３時：セミナー「55 歳からの就職
セミナー　必要な考え方と情報」※要予約
午後３時～４時 30 分：面接・相談会※予約不要

・事業所による面接会（２～３社）
・ハローワークによる職業相談
・シルバー人材センターによる登録、相談
・高齢者就労相談窓口による就労相談
・社会保険労務士による年金相談
■予約専用ダイヤル / 080‐3591‐5846

シニアの就職を応援！

就職支援セミナーを開催
H P 丹（まごころ）ワークサポートたんば

利用者が３万人を突破 H P

　丹ワークサポートたんばの延べ利用者数が、開
設から７年目で３万人に達しました。丹ワークサ
ポートたんばでは、若者の就職や U・I・J ターン
就職、生活保護受給者や障がい者の就労も支援し
ています。市とハローワーク柏原の共同運営によ
り、きめ細かな支援を行っていますので、市内で
働きたい人はぜひご利用ください。

■開設日時 / 月～金　午前９時～午後５時
■場所 / 春日庁舎４階
■利用案内 / 求人内容の検索、求職申込、職業相
談、専門カウンセ
ラーによる無料の
就職・心理相談
■就職・心理相談
の 予 約 / ☎ 080‐
3591‐5846
予約優先です。

問丹ワークサポートたんば（春日庁舎内）
☎ 74‐3660　　

問丹ワークサポートたんば（春日庁舎内）
☎ 74‐3660　　

　大切な家族の一員であるペット。しかし、飼
い方によっては周囲に迷惑をかけてしまうこと
もあります。最後まで愛情と責任を持って飼い
ましょう。

兵庫県動物愛護センター　☎ 06‐6432‐4599
丹波警察署　☎ 72‐0110
環境課　☎ 82‐1290
迷子時に備えて犬には鑑札、狂犬病予防注射済票
を、猫には迷子札を付けてください。

ペットを飼うときは

最後まで愛情と責任を持ちましょう

問　環境課（氷上庁舎内）☎ 82‐1290

ペットが迷子になったら必ず連絡しましょう

野良猫に餌を与えると、猫が集まり周囲に迷惑を
かけたり、繁殖して子猫が生まれ、殺処分される
不幸な猫を増やすことになります。無責任に餌を
与えないのも愛情です。

「餌を与えるだけ」は愛情ではありません

猫を屋外に出すと、糞や尿をして近所迷惑になり
ます。また、猫同士のけんかでケガや感染症にな
ったり、交通事故で命を失う恐れもあります。

猫は室内で飼いましょう

猫は繁殖力の強い動物です。子猫が増えすぎて管
理できなくなることがないように、早めに不妊去
勢手術を行いましょう。

飼い猫には不妊去勢手術を行いましょう

申
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教育の悩みを相談ください

レインボー教室・教育相談室
問学校教育課（山南庁舎内）☎ 70‐0811　　申

◇レインボー教室

　何らかの理由で学校に行けない、または休みが
ちな子どもたちを対象に、レインボー教室を開設
しています。学校と連携して学習を中心に読書・
パソコン・スポーツなどを行い、活動を通じて生
活を改善し、心や体に元気を取り戻します。まず
は電話で相談してください。

■とき / 月曜日～金曜日　午前９時 30 分～午後
３時 30 分　※土日祝日を除く。長期休業中も開
設。短時間利用も可
■ところ / 旧芦田小学校（青垣町田井縄 371）
■対象 / 市内の小中学校に在籍する児童・生徒
■送迎 / 保護者の責任で選択
※公共交通機関利用のための通学証明可能
■申込先 / 在籍小中学校、レインボー教室、教育
相談室

■そのほか / 相談は、午前９時～午後５時まで
受け付けています。 レインボー教室　☎ 87‐
2680　 教育相談室　☎ 87‐1771

◇教育相談室

　学校や家庭生活、子育ての中で悩みがある児
童・生徒、保護者や家族をはじめ、児童・生徒
の指導に悩んでいる学校関係者など、教育につ
いての様々な相談に応じます。気軽にお電話く
ださい。

■とき / 月曜日～金曜日　午前 9 時～午後 5 時
■ところ / 旧芦田小学校（レインボー教室の隣）
■対象 / 市内在住の児童・生徒、保護者・家族、
市内学校関係者
■専用電話 / ☎ 87‐1771

　市島地域では、平成 30 年３月 14 日に「市島地
域のこれからの教育を考える会」から「『生きる力』
や『豊かな心』をはぐくむ教育環境の整備のため
には、できるだけ早い時期に５小学校を統合する
ことが望ましい」との提言を受けました。子ども
たちのよりよい教育環境を整備するために、教育
環境について考えるフォーラムを開催します。

■とき /10 月５日（土）午後２時～３時 30 分
■ところ / ライフピアいちじま　研修室
■対象 / 市島地域小中学校 PTA 会員、認定こど
も園保護者、自治会、自治協議会、学校・認定こ
ども園関係者などのほか、教育に関心のある人。
■定員 / 先着 100 人
■内容 / ①教育委員会からの説明・報告　②青垣
小学校校長・PTA 会長による、統合の取組事例報
告　③意見交換
■そのほか / 託児を希望される場合は、10 月１日

（火）までに教育総務課まで申し込んでください。

市島地域の教育環境を考えよう

フォーラムを開催
問　 教育総務課（山南庁舎内）☎ 70‐0810　

H P

薪ストーブ・薪ボイラー設置に

20 万円を補助します H P

申 問 環境課 ( 氷上庁舎内 ) ☎ 82‐1290

　薪ストーブや薪ボイラーを設置する人を対象
に、1 台あたり上限 20 万円を補助します。

■対象 / 市内在住の個人または市内に事務所を
有する法人・事業者など
■補助要件
①薪ストーブなどの主たる材質が鋳鉄・鋼板な
どで未使用品　②２次燃焼などの性能があるス
トーブで、２重断熱構造の煙突を使用　③関係
法令で定める設置基準を遵守　④燃料は丹波市
産のよく乾燥した薪を使用
※そのほか詳細要件あり
■補助金額 / 購入費用の３分の１以内※工事費
を除く。１台あたり上限 20 万円。
■補助台数 / 先着 10 台
■申請期間 / 令和２年１月 31 日（金）まで
■そのほか / 設置工事前に申請が必要です。詳
細は、環境課まで問い合わせるか、ホームペー
ジをご覧ください。

申


